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はじめに

アジア太平洋域における沿岸水産資源の管理を進め

るには,代替収入源対策が重要である.なぜなら,餐

源管理の初期には ｢資源が増えるまで漁獲をある程度

がまんしなければならない｣ことが多 く,代替収入,

あるいは海産食程を漁村コミュニティーに提供しない

と資源管理活動が持続しないためである (鹿熊 2004).

浮魚礁,水産加工,エコツーリズム等も代替収入源の

候補となるが,通常,養殖がその第一の候補となる.

しかし,最も高価な養殖対象種であるハタ類等の活魚

養殖は様々な課題をかかえており,特にシアン化合物

を使う破壊的漁業の増大からサンゴ礁魚類の活魚貿易

(LiveReef-fishTrade)に否定的な見解もみられる.熱

帯域でのサンゴ礁魚類養殖は拡大させるべきではない

のだろうか.この問いの答えを探るため,生産地とし

てフィリピン,出荷先として香港を例とし,サンゴ礁

魚類養殖の課題と可能性を考察したい.

沖縄において海面養殖を開始するためには,養殖技

術,場所,種苗,餌科,販売の五つの要素を十分検討

しなければならない(1'.特に ｢どこにいくらで売るか｣

は最も重要な要素であり,他の要素も生産物がいくら

で売れるかによって選択肢は変わってくる.アジア太

平洋島喚国でも状況は同じと考えられる.ハタ類等の

活魚は消費地での価格が異常に高く,これが ドライブ

フォースとなり資源,生態系に悪影響を与える恐れが

ある.しかし,｢生産物に付加価値を付けて高く売り,

少ない量の資源利用で同じ収入を生み出す｣方法は水

産資源管理の戦術の一つでもある.

1990年代の中頃,熱帯島喚国において,シアン化合

物を使ってサンゴ礁魚類を漁獲し,香港,台北,シン

ガポール等へ輸出することの問題点が指摘され始めた

(JohannesandRiepen1995).対象となるのはマニア向け

の観賞魚類と食用魚類に分けられるが,今回報告する

のは食用魚類を対象とするものである.ハタ類等の潜

むサンゴ樵の隙間にシアン化合物を注入し,魚が麻痔

して動きが鈍くなってから漁獲する方法である.大型

の魚は麻痔するだけでも,周囲のサンゴ礁生態系に与

える影響は大きく,爆弾漁よりも破壊的であるという

見解もある.南シナ海の東沙 (プラタスあるいはドン

シャ)諸島では,1994年から2002年の8年間にサンゴ礁

が壊滅的な破壊を受けた (約80%のサンゴ被度が5%以

下に減少した).中国,香港,台湾の漁船が入会操業し,

取締が非常に困難な状態で大量のシアン化合物が使用

されたことが原因の一つと考えられている (Dai2004).

サンゴ礁魚類養殖のもう一つの問題点は主に餌料か

ら派生する.高価なハタ類等を育てるために雑魚を餌

料として与えることが多いが,この雑魚が地元住民の

食程源でもあることがある.つまり,地元住民の食糧

を奪ってしまうことになる.養殖全般の問題点として

餌科転換効率が低い (あるいはその逆数の増肉係数が
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高い)ことがよく話題となる. 1kgの養殖魚を生産す

るのに時として10kgの餌料魚が必要となる2̀'.残餌によ

る漁場汚染,生態系-の影響も問題とされている.さ

らに,伝統的に地元住民が食べていたハタ類等が地元

の人の口に入らなくなる点も問題である.代替タンパ

ク源として魚缶詰や動物肉を利用する場合は栄養価に

も問題が出てくる.

日本では田和 (1998)や秋道 (2001)がサンゴ礁魚

類 (特にハタ類)の漁業,活魚養殖,流通について,

現状と問題点を報告している.最大の消費地香港では,

sadovy(2000),Sadovyetal.(2003)が東南アジアにお

ける活魚養殖の現状と問題点を詳細に分析しており,

patricandParry-Jones(1999)はTrafficEastAsiaand

ww下HongKongの活動の一環として,香港での活魚流

通を統計,アンケー ト,インタビューにより調査 して

いる.

調査方法

2004年8月23日と8月30日,および2005年2月20日-22

冒,香港における活魚市場,活魚レス トラン,養殖場

を調査するとともに,香港大学で関係者とサンゴ礁魚

類養殖,活魚貿易の課題について話 しあった.また,

2003年11月30日-12月7日にフィリピン,スリガオで沿

岸資源共同管理の状況を調査した際,魚類生貴養殖と

活魚出荷も調査した.

調査結果と考察

1. フィリピン,スリガオにおける簡易養殖,活魚出荷

の概要

図1 フィリピン,スリガオと調査地点

フィリピンのミンダナオ島北東に位置するスリガオ

は,豊かなマングローブ,サンゴ礁漁場に恵まれてお

り,ここで,手釣,スピア-漁 (矛突),カゴ漁,小型

の網漁がおこなわれている.マングローブ域の水路や

島かげ等,外洋からの波の影響の小さい場所では簡易

生貴を使った魚類養殖が営まれている.また,スリガ

オ市街には養殖されたハタ類等を活魚出荷する業者が

存在する.図1に調査した場所の位置を示した.

リソンドラには島かげに120の簡易な養殖生貴が設置

されていた (図2,3).この海域はいくつかの島に囲

まれているので大きな波は入ってこない.このため,

荒天で生筆が破壊される危険性は小さい.雑魚を給餌

しており,500g以上に成長させると出荷サイズになる.

潮流はあるようだが,給餌による底質の悪化は心配さ

れる.ハタ類,特にスジアラが多かった.シーズンに

はキログラムあたり2000ペソ (調査時点で1ペソは約

2.5円)に価格が上昇するとのことである.

サバンでは,手釣で獲れた魚を生貴で養殖している

図2 スリガオ,リソンドラの生貸飼料として使う雑魚を
ボー トの上で切っていた.

図3 インドネシアの生賛 (カランバ)
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と漁業者が言っていたが,前浜は干潟であり養殖の適

地とは思えなかった.二つの大きな河川河口部マング

ローブ域では,淡水や土砂の影響が大きいと思われる.

ダイアサンではマングローブ域水路を利用 した生賛

養殖が盛んであり,ハタ類を中心に様々なサンゴ礁魚

類を養殖 していた.一時,生貴を密集して設置したた

め,酸素不足で大量死が起こった.2003年現在では,

スリガオ市,フィリピン政府漁業水産資源局の指導に

より生貴の間隔を広げていた.雑食性魚類であるアイ

ゴ類の養殖も実施していた.藻食,雑食性魚類は網に

付着 した藻類を掃除してくれる.アイゴ類の幼魚は離

島部でカゴ (図4,ブブ)によって漁獲する.ブブのカ

ゴは3ケ月で痛んで使えなくなるため,頻繁に製作 し

なければならない.ダイアサンの漁業者は,竹を材料

にブブを製作する技術に長けている.餌は使用しない

が,2-3日海中に設置 しておくと,シェルターとして

利用するハタ類,アイゴ類等がカゴに入ってくる(3'.

ピタウ-ガンでは,養殖 した活魚の価格はキログラ

ムあたりハタ類1500ペソ,ノコギリガザミ400ペソ,オ

ニダルマオコゼ synancel'avenwosa400ペソ,ミミガイ

HalJ'otjsasL'nL'ne,(殻なし)350ペソだった.フエダイ類

は活魚でも安価で100-200ペソとのことだった.魚介

類の仲買人が漁村にいるが,漁業者が直接市場へ売り

に行くこともある.

スリガオ市街にある活魚流通業者Aでは,調査時は

魚類の出荷直後であり水槽にはイセエビしかいなかっ

た.漁業者からキログラムあたり1350ペソでイセエビ

を買い取 り,マニラにある本社に送っている.業者B

ではちょうどハタ類を出荷していた (図5).オーディ

ナリーグルーパー (比較的安いハタ類の総称,この時

出荷したのはマダラハタだった)のサイズは450-550g

でキログラムあたり450ペソだった.最も高価な魚はメ

ガネモチノウオでキログラムあたり2500-3000ペソで

ある.サラサハタも同ランクの魚であるが数は少ない.

グリーングルーパー (種は不明)は1150ペソだった.

香港,台湾,日本へ輸出している.

図5 スリガオの活魚流通業者の水槽とスジアラ類

スリガオでは,養殖,活魚出荷は有望な資源管理の

代替収入源である.最大の課題は,シアン化合物を使

わないブブによる種苗採揃を持続的なレベルに維持す

ることである.過密養殖や残餌による底質悪化も課題

である 4̀).

2.番港市場調査

2-1.アバディーン市場

2004年8月23日,WWF香港のチュ- (ClarusChu)氏

が香港島南部にあるアバディーン市場を案内してくれ

た (図6).大規模な市場だったが鮮魚売り場よりも活

魚売 り場の方が敷地面積は大きく,活魚ブームを反映

していた.扱う活魚の魚種は様々で,東南アジア,太

平洋島倶国からのサンゴ礁魚類だけでなく,中国本土

からも大量に入荷 していた.また,魚類だけでなく,

貝類,甲殻類,イカ類も多かった.数十種は取 り扱われ

ているだろう.ハタ類 semnjdaeが目立ったが,フエフ

キダイ類LethTinL'daeやフエダイ類LutjanJ'daeも多かっ
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た.スリガオではフエダイ類は活魚で･も安価だと言っ

ていたが,香港ではハタ類と大きな差はなかった.漁

船が市場岸壁に直接横付けし,歩いて発砲スチロール

や篭に入れた活魚介類を市場に搬入していた.

図6 香港と調査地点

PatricandParry-Jones(1999)では,1997年に香港に

輸入されたサンゴ礁魚類活魚は32,000トン,平均価格

をキロあたり20米 ドルとして5億 ドル (約500億円)臥

上と推計された.統計は流通業者からの申告に基づい

ている.この申告は義務ではなく,検査もないのでデー

タの信頼性には疑問も残る.だが,香港は基本的に自

由貿易で輸入活魚に関税がかからないので,妥当な額

が得られたものとされている.

2-2. レイユエムン(鯉魚門)海産物レストラン街

2005年2月20日にレイユエムンの海産物レス トラン街

を調査した.様々な活魚が水槽で飼育されており(図7),

ここで食べたい魚を購入すると隣のレス トランで調理

してくれるシステムである.レス トランには比較的安

価な調理費を支払う.水槽はガラス面をきれいに磨い

てあり,なかの魚を鮮明に見ることができた.魚種は

様々であったが,アバディーンの市場と比較するとメ

ガネモチノウオ(5',サラサハタ(図8),タマカイ等高価

な魚が多かった.サラサハタを購入して調理してもらっ

た.1.5kgの魚が900香港 ドル (調査時点で1香港 ドル

は約15円なので13,500円)だったので,キロあたり
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9,000円の計算になる.調理は清蒸 (チンジン)という

一般的な蒸す方法だったがとても美味だった.

図7 レイユエムンの海産物レストランの水槽 (メガネモチノウオ他)

図8 比較的小型 (約1kg)のサラサハタ

2-3. ランマ島

2005年2月22日,アバディーン市場岸壁から船で対岸

のランマ島を訪問した.定期船の着 く入江状の湾奥に

はたくさんの生賛枠が設置されていた.しかし,網を

はってあるものは少なく,活発に養殖がおこなわれて

いるようには思えなかった.sadovy(2000)によれば,

香港での養殖活魚の生産量は1990年代に3000トンだっ

たものが,2000年には1000トンへと1/3に減少した.原

因は,種苗の確保が困難になってきたことも関係して

いるかもしれないが,生活廃水等の流入による水質の

悪化で養殖魚の生残率が極端に悪 くなったことが主因

とされている.香港での活魚養殖生産量が減少したこ

とは,需要が続 く限り,良かれ悪 しかれ東南アジア,

太平洋島喚国からの輸入量を増加させなければならな

いことを意味する.
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2-4.香港大学での話し合い

2005年2月21日,香港大学のサ ドヴイー (Yvonne

sadovy)氏,wwf香港のチュ-氏,香港在環境NPOの

ウッドマン (GeorgeWoodman)氏,名古屋市立大学の

赤嶺淳氏とサンゴ礁魚類養殖,活魚貿易の課題につい

て話しあった.

サンゴ礁魚類の養殖には,生物多様性保全と零細漁

民の貧困解決とのバランスを保つという大きな課題が

ある.アジア太平洋熱帯域の漁民の生活を守るために

は重要水産資源の管理は必須である.これとは別に,

生物多様性保全のためにも生物種の資源は守っていか

なければならない.究極の目的は同じでも,管理戟術

を検討する際に両者が村立する可能性がある 6̀'. WWF

は生物多様性保全を最重要の課題の一つとしている.

WWF香港も例外ではなく,現在,香港でメガネモチノ

ウオの消費を減らすキャンペーンを展開中である.坐

物多様性保全のため,アジア太平洋のサンゴ礁域でシ

アン化合物漁を抑制するだけでなく,同時に消費地市

場での需要も抑制する戦略をとっているわけである.

メガネモチノウオはサンゴ礁魚類活魚のなかで最も高

価である.2004年のCITES(絶滅のおそれのある野生

動植物の種の国際取引に関する条約,通称ワシントン

条約)会議で,メガネモチノウオは付属書Ⅱに掲載さ

れることが決定された.高い需要によりアジア太平洋

各地で資源が脅かされており,絶滅の危険があるとい

うのも正しいかもしれない.しかし,メガネモチノウ

オが注目されるのは,科学的データに基づき最優先さ

れたと言うより,生物多様性保全のシンボルとして利

用されているようにも思われる(7'.

2-5.重要養殖種の名称

重要な活魚貿易対象種の名前を整理する.標準和名,

学名,英名の順としたが,英名は1魚種にたくさんあ

るのが普通で,最も一般的と考えられるものを選んだ.

一部はフィリピン語名,広東語名,沖縄方言名も加え

た.sadovyetal.(2003)には12種,patricandParry-

Jones(1999)にも12種の重要対象種学名,英名が図や

写真付きで載っている.また,ニューカレドニアに本

部があるSPC (SecretariatforthePacificCorrmmity)は,

太平洋島峡国の水産業振興も任務としており,サンゴ

礁魚類活魚貿易振興のため対象魚16種の図解カー ドを

製作している.

メガネモチノウオ,cheJ'h'nusundulatus,Napoleonfish,

フィリピン名マミン,香港名ソウメイ,沖縄名ヒ

ロサー (ベラ類全般の名前)

サラサハタ,chz10m)'Jeptesaltl'veh'S,Humpbackgrouper,

フィリピン名パンタ,香港名ロシュ-パン,沖縄

名クチグワ-ミ-バイ

スジアラ,Plectropomusleopaldus,Coraltrout,フィリ

ピン名バグハット,香港名 トウンシン,沖縄名ア

カジン,PlecblDPOmuS属にはスジアラ以外にコクハ

ンアラ,オオアオノメアラがおり,体色の変異も

大きいため混同しやすい.

タマカィ,EpJ'nepheIuslanceolatus(属名をpTOmicropsと

する図鑑もある),Giantgrouper

マ ダラハ タ,EpL'nepheluspolyphekadJ'on (種名 を

micTOdonとする図鑑もある),Camouflagegrouper,

フィリピンではオーディナリーグルーパー,沖縄

名ユダヤ-ミ-バイ

ヤイトハタ,Epit7ePhelusmalabdcus,Malabargrouper

シロクラベラ,ChoerodonshoenleL'nJ')',Blackspottuskfish,

沖縄名マクブ

3.熱帯域における養殖の課題 (スリガオを例とする)

3-1.養殖技術

スリガオにおける簡易生貴を使ったサンゴ礁魚類の

養殖技術は,ある程度確立されていると考えてよいと

思う.生貴の間隔,養殖密度,投餌率等様々な技術上

の課題はあるが,試行錯誤で出荷サイズまで育ててい

る実績がある.

3-2.場所

リソンドラのように島に囲まれた静穏海域がある地
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区は養殖場所に恵まれている.離島のマングローブ水

路も同様に養殖に適 していると考えられるが,ミンダ

ナオ島のマングローブ域は,河川からの淡水と土砂の

影響に注意しなければならない.これら以外の場所に

おいては,現状の簡易生貴の構造では台風の波に耐え

られない恐れがある.

静穏海域でも,潮流等の流れが弱い場所は投餌に

よって底質が悪化する可能性がある.

3-3.種苗

ハタ類等の種苗を安定して持続的に確保できるかが

最大の課題である.シアン化合物を用いる漁業の取締

を徹底しなければならない 8̀'.

ブブによる種苗確保は持続的だろうか.ブブは破壊

的漁法の一つと考えられている (秋道 2001).ブブが

目立たないように,また,ブブを固定するために,漁

業者がサンゴ礁を破壊 してブブの上に乗せることが理

由とされている.しかし,爆弾漁やシアン化合物漁と

比較すれば,サンゴ礁生態系に与える影響は小さいと

考えられ,工夫すれば生態系へのダメージを最小限に

抑えることは可能と思われる9̀'. ブブの数が無制限に

増えて,幼魚を獲 りすぎることがないように管理 して

いく必要はある.

ハタ類には産卵期に群れをなす生態をもつものが知

られている.この時期は漁獲効率も高 くなる.しかし,

乱獲により産卵群を形成するハタ類の資源が壊滅 して

しまった事例 も多 く報告されており,注意が必要であ

る.産卵場を主産卵期に限ってMPA (MarineProtected

Area:海洋保護区)として保護する方法も考えられる1̀°'.

この際,重要種の産卵期,産卵場は年配の漁業者が知

っていることが多いので,このような知識を活用 した

順応型管理 (鹿熊 2004)を進めるべきであろう.

ハタ類の人工種苗をスリガオでの養殖に利用するの

は,現状では困難と考えられる.フィリピンでは,パ

ナイ島のSEAFDEC (東南アジア漁業開発センター)

でサバヒ-や ミミガイの人工種苗を生産 しているが,

ハタ類はまだ試験段階だと聞いている. ミンダナオ島

に種苗生産施設を建設するのは現実的でないと思われ

る.また,ハタ類の人工種苗生産は技術的にも難しい.

沖縄でも,最近ようやくヤイトハタ1種の人工種苗が安

定して生産できるようになったところであるUl'.

3-4.餌料

スリガオでは,当面,ハタ類の餌科には雑魚を使う

しかないものと思われる (雑食性魚種を対象とする場

合はウニや海藻も利用できる).将来的には安価な配合

飼料の開発が必要とされる.

3-5.販売

現在の香港におけるハタ類活魚の価格は持続的とは

思えない.仮に現在の半値になったとしたら,スリガ

オのハタ頬養殖はなくなってしまうのだろうか.ハタ

類活魚がスリガオを出てから香港の市場にたどり着 く

までの経路はまだ調査 していない.半値になれば流通

形態は大きく変容することになるのだろう.しかし,

確信はもてないものの,養殖は続けられるのではない

かと考えている.半値でも鮮魚の5倍近い価格である.

ハタ類活魚養殖は,それでもまだ,アジア太平洋島喚

国の小規模漁業者にとって魅力的な代替収入源である

と考えられる.
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注

(1) 養殖が軌道に乗った後は魚痛も大きな課題となる.

(2) しかし,21世紀の水産を考える会 (2000)は,日本近海で飼

料に回される多獲性魚は,人間が利用しなくても他の魚に食

べられたりして死亡する率が高いため,大きな問題ではない

としている.また,日本では穀物等も混入させた配合飼料が

餌料の主流となっている.

(3) マングローブ水路の塩分がどの程度まで下がるのか調べる必

要があり,研究機関が水質調査を実施 していた.塩分は,秦

殖魚の耐性とともに,寄生虫の発生にも関係している.
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(4) 2004年12月および2005年6月の調査では,インドネシアのス

ラウェシ島北東部マナ ド近郊,南西部マカッサル沖離島でも

簡易生費 (図4.カランバと呼ばれる)を使った魚類養殖がお

こなわれていた.ハタ類だけでなく,アジ類等,様々な魚類

が養殖されていた.生産物の多くは活魚出荷され,海外に輸

出されるものも多いとのことだった.マカッサル沖離島では,

生貴内のハタ類の多くは稚魚幼魚から養殖されたものでなく,

シアン化合物を使って獲られたものであると言われている.

(5) メガネモチノウオはベラ科の魚である.沖縄では,シロクラ

ベラを除いて一般にベラ科の魚は安価である.メガネモチノ

ウオも肉が軟らかくあまりおいしくないという意見が多く,

市場での価格も比較的安い.

(6) 熱帯域の沿岸資源管理で重要なMPA (海洋保護区)の面積

を決める際にも,この2つが村立することがある (鹿熊2004).

(7) サ ドヴイー氏はサンゴ礁魚類の産卵生態が専門であるが,活

魚養殖,貿易問題にも詳しい.基本的に生物多様性保全の視

点からこの間題に関わっているが,漁民の生活にも十分な配

慮が必要であると言っていた.また,サンゴ礁魚類をcITES付

属書に載せるのは最後の手段だと言っていた.基本的には地

域ごとにコミュニティーと政府が共同で管理していくことが

望ましいが,メガネモチノウオの件は緊急であり,結果とし

て世界的に世論の注目を集めたことで一定の成果があったと

評価していた.

(8) 現実には,シアン化合物を使用したかどうかを漁獲物から判

定するのは難しい.

(9) ムロアミも東南アジアでは破壊的漁法とされている.サンゴ

を破壊 して魚を追い込むためである.しかし,同じ漁法であ

る沖縄の追込網ではサンゴを破壊することはほとんどない.

(10) 沖縄にはクチナギ (フエフキダイ類)を対象にして,この

方法による資源管理を実施した経験がある.

(ll) バリ島ではサラサハタの人工種苗生産が軌道に乗ったよう

だ (sadovy私信).
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